
 

授
業
科
目 

疾病論Ⅴ 

（感覚器・感染症・免疫） 
単
位 

１ 時
間 

30 

履
修
時
期 

2 年次 

1 学期 

設
定
理
由 

感覚器・感染症の疾患及び診断、治療、検査を理解する 

学
習
目
標 

健康障害時の対象を理解するために各系統別に代表する疾患、診断、治療及び検査を学ぶ 

授
業
内
容
（
講
義
ご
と
の
内
容
） 

1. 鼻・副鼻腔の構造と役割 

2. 喉頭・下咽頭の構造と役割 

3. 耳の働き、耳鼻科の疾患と診断、治療検査 

4. 試験(1～3) 

 

5. 眼の構造・機能 

6. 白内障・緑内障 

7. 網膜剥離・糖尿病網膜症 

8. 試験(5～7) 

 

9. 皮膚の構造・機能 

10. 皮膚科の疾患と診断、治療検査 

11. 褥瘡・スキンケア・創傷の治癒形成 

12. 試験(9～11) 

 

13. 感染症について   ～鳥取大学医学部臨床感染症学講座出前授業～ 

14. 感染症の疾患と診断 ～鳥取大学医学部臨床感染症学講座出前授業～ 

15. 感染症と治療検査 

16. 免疫機構、膠原病、アレルギー 

17. 試験(13～16) 

担当者（時間） 

 

医師（7） 

 

 

医師（7） 

 

 

 

 

医師（7） 

 

 

 

 

非常勤講師（2） 

非常勤講師（2） 

 

医師（5） 

評
価 

筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

専門分野Ⅱ 成人看護学「１１」 アレルギー 膠原病 感染症 （医学書院） 

専門分野Ⅱ 成人看護学「１２」 皮膚 （医学書院） 

専門分野Ⅱ 成人看護学「１３」 眼 （医学書院） 

専門分野Ⅱ 成人看護学「１４」 耳鼻咽喉 （医学書院） 

備
考 

  



 

授
業
科
目 

疾病論Ⅵ（精神） 単
位 

１ 時
間 

15 

履
修
時
期 

2 年次 

1 学期 

設
定
理
由 

主な精神障害と精神症状がある対象を理解し、その治療方法を学ぶ。 

学
習
目
標 

主な精神障害と精神症状がある対象とその治療方法を理解する。 

授
業
内
容
（
講
義
ご
と
の
内
容
） 

 

1. 統合失調症 

2. 気分障害 

3. 神経症性障害 

4. パーソナリティ障害、器質性精神病、てんかん 

5. 知的障害、小児の精神障害 

6. 依存症 

7. おもな精神科治療 

8. 試験 

担当者（時間） 

非常勤講師（15） 

評
価 

筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

専門分野Ⅱ 精神看護学［1］ 精神看護の基礎 （医学書院） 

備
考 

 



 

授
業
科
目 

社会福祉論 単
位 

2 時
間 

30 

履
修
時
期 

2 年次 

1 学期 

設
定
理
由 

国民の健康生活を守る上で必要な保健・福祉システムを理解するために社会保障・社会福祉の

理念と諸制度を理解する。 

学
習
目
標 

変化する社会の動向に伴う医療に関する社会福祉・社会保障制度の活用方法を理解する。 

授
業
内
容
（
講
義
ご
と
の
内
容
） 

1. 社会保険制度と社会福祉 

2. 現代社会の変化 

3. 社会保険制度 

4. 医療保険制度 

5. 高齢者福祉 

6. 障碍者福祉 

7. 児童家庭福祉 

8. 試験(1～7) 

 

9. 社会保健 

10. グループホームとは 

11. 介護保険制度 

12. 個別援助技術（ケースワーク） 

13. 社会保障 

14. 社会福祉実践 

15. 社会福祉の歴史 

16. 試験(9～16) 

担当者（時間） 

社会福祉士（15） 

 

社会福祉士（15） 

評
価 

筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 系統看護学講座 社会保障・社会福祉  （医学書院） 

備
考 

 



 

授
業
科
目 

地域保健論 単
位 

2 時
間 

30 

履
修
時
期 

3 年次 

1 学期・2 学期 

設
定
理
由 

健康上の問題を解決するためには世界や時代の動きへの理解が重要である。そのため 

公衆衛生に関連する統計情報を学ぶ。また、人間の健康を守るため、保健活動について学ぶ。 

学
習
目
標 

一人ひとりの健康は時代や世界の動きの影響を受けていることを理解し、 

組織的な保健活動を理解する。 

授
業
内
容
（
講
義
ご
と
の
内
容
） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

1. 2. 公衆衛生とは 

3. 4. 集団の健康をとらえるための手法―疫学 

5. 6. 環境と健康 

7. 8.  母子保健・成人保健・高齢者保健 

9. 10. 精神保健・歯科保健・難病支援・障害支援 

11. 12. 感染症対策・学校保健 

13. 14.  産業保健・健康危機管理・災害保健 

15. 国際保健 

16. 試験 

担当者（時間） 

非常勤講師（３０） 

評
価 

筆記試験  

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門基礎分野 公衆衛生 （医学書院） 

厚生統計協会 国民衛生の動向 （２年次購入） 

備
考 

  



 

授
業
科
目 

関係法規 単
位 

2 時
間 

30 

履
修
時
期 

3 年次 

1 学期・2 学期 

設
定
理
由 

看護職に必要な法令、安全な看護の提供をするため、関係職種の業務の法的根拠と合わせて、

法令に基づいた看護職の働きや責任について学ぶ。また、看護の対象である人間の生活、健康

を支えることに関係する保健・医療・福祉の各分野の連携を法的に理解し、看護職の責任、  

役割を自覚し、看護マネージメントにいかせる能力を養う。 

学
習
目
標 

１．人々の健康な生活を支えている法令、健康な生活を維持するために活用できる法令を 

それぞれの関係性を踏まえて理解する。 

２．看護職として働くにあたって自らの身分や責任、業務を理解する。 

授
業
内
容
（
講
義
ご
と
の
内
容
） 

1. 看護に関係する法を学ぶにあたって 

2. 現代医療の特徴、看護事故、医療紛争 

3. 法的責任、民事刑事責任の区別 

4. 看護に関わる基本的法律 

5. 保健師助産師看護師の役割と法的責任 

 

6. 薬務法 

 

7. 民事責任、刑事責任、法的責任、事例検討 

8. 民事責任、刑事責任、法的責任、事例検討 

9. 試験・課題(1～8) 

 

10. 医事法 

11. 医療に関する広告、病院開設・管理・構造設備 

12. 医療関係資格法、医療を支える法、共通保健法、分野別保健法 

13. 保健衛生法、環境衛生法、社会保険法 

14. 介護保険法、年金、社会福祉法、労働法 

15. 試験(10～14) 

担当者（時間） 

専任教員（９） 

 

     

 

 

薬剤師（２） 

 

 

非常勤講師（８） 

  

 

 

事務部長（11） 

 

評
価 

筆記試験 

グループワーク・課題 （講義時に説明) 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門基礎分野 看護関係法令 （医学書院） 

備
考 

 




